






〔要約〕 

1987 年 10 月に神奈川県内の公立中学校 8 校及び 3年生男女 2025 名を対象に,喫煙に関す

る知識や行動の実態と.文部省の「喫煙等防止に関する保健指導の手引」の利川状況につい

て調査し,以下の知見を得た。 

(1)習慣的に喫煙していると回答したものが男子 110 名(9.1%)女子 32 名(3.9%)あった。 

(2)喫煙の健康に及ぼす影響についての知識は十分といえず正確さに欠け,漠然としたもの

が多い。 

(3)喫煙しているグループの喫煙の理由としては,「頭がすっきりする」「イライラがとれる」

「妊娠しにくい」「やせる」などをあげている。 

(4)文部省の手引書を利用していたのは 8校のうち2校のみで,まだ有効に利用されていな

い。 


